
パックス

古代ローマの支配下における陰謀のゲーム
１～４人用　10 歳以上　30 分

(「パックス」２セットで８人まで遊べます）

ゲームの背景と目的
　スパルタクスが率いる奴隷の反乱が起こっているローマに行きましょう！

　この逃亡した反逆者たちは影響力と軍事力を得ています。ローマは“PAX”（“平和”という意味）

を回復させるため、強大化した奴隷軍を弱体化させようとしています――しかし、それは私利私欲を

守るために過ぎません。

　帝国はこの試練のもとに崩壊するのでしょうか？　それとも暴徒と何らかの取引をして、彼らを自

らの陣営に引き込むことができるのでしょうか？

　プレイヤーは逃亡奴隷となり、自分たちの影響力の範囲を広げ、ローマの体制を弱体化させようと

します。カードを使い、プレイヤーは７つの分野での力を拡大します。ゲーム終了時、各プレイヤー

はローマより――そしてもちろん、他プレイヤーの誰より――強くなろうとします。また、プレイヤー

は陰謀を通じてローマと力を合わせ、奴隷の反乱を鎮圧して勝利を分かち合うこともできます。

内容物
・アウレウス（ローマの通貨）カード 40 枚（価値１か２）

・影響力カード 74 枚（富、艦隊、軍隊、宗教、元老院 各 10 枚、

　土地、陰謀 各 12 枚）

・軍団カード５枚（第１～第５軍団）

・スタートプレイヤーカード１枚

・「最高の陰謀家」カード１枚

・サマリーカード４枚

・ルールブック１冊
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ゲームの準備
　アウレウスカードを価値ごとに分けてテーブル

に置き、銀行とします。

　影響力カード 74 枚をよく混ぜ、裏向きの山にし

てテーブルに置きます。２人プレイでは山から 20

枚を引き、表を見ずにゲームから除外します。３

人プレイでは山から 10 枚をゲームから除外しま

す。４人プレイではすべてのカードを使います。

　「プレイ人数＋１」枚の軍団カードを用意し、テー

ブル中央に１列にして置きます。残りのカードは

ゲームから除外します。

　山から影響力カードを３枚引き、軍団カードの

列の上側に裏向きで置きます。これらのカードは

（あとから追加されたものも含めて）ローマの強さ

を表しています。

　各プレイヤーはサマリーカード１枚と５アウレウスを受け取ります。

　最も反乱に備えているプレイヤーはスタートプレイヤー (Primus) カードを受け取って手元に置きます。その

あと、このプレイヤーは山から影響力カードを２枚引いて手札とします。他のプレイヤーも時計回り順に、前

のプレイヤーより１枚多いカードを引いて手札とします（２番手プレイヤーは３枚、３番手プレイヤーは４枚、

４番手プレイヤーは５枚引きます）。

　各プレイヤーは自分の手札の影響力カードを見て１枚を残し、残りの影響力カードを山の下に戻します。各

プレイヤーのすべての手札（影響力カードとアウレウスカード）は他プレイヤーに見えないようにします。

　軍団カードと同じ枚数の影響力カードを山から引き、表向きで各軍団カードの下側に置きます。

　スタートプレイヤーからゲームを開始します。

カードの解説
シンボル 特殊効果

イラスト

購入コスト

カード名

ゲームの進行

　プレイヤーは時計回り順に手番をプレイします。手番プレイヤーは以下の３つのアクションを実行します。

・カードを引く（必須）

・カードを購入する（任意）

・カードを手元（ディスプレイと呼びます）にプレイし、収入を得る（任意）

　または、プレイヤーはすべてのアクションをパスすることもできます。そうした場合、プレイヤーは裏向き

になっているローマの影響力カード３枚を秘密裏に見ることができます（そのあと元に戻します）。カードを

プレイしなかったため、プレイヤーは基本収入の２アウレウスを得ます（「カードのプレイ＋収入の獲得」の

項参照）が、それ以外のアクションを実行することはできません。
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カードのプレイ＋収入の獲得
　プレイヤーは手札からディスプレイにカード

を置くために、銀行にお金を払わなければなり

ません。

　１枚目のカードは無料、２枚目のカードは１

アウレウス、３枚目のカードは２アウレウス、

４枚目のカードは３アウレウス……となります。

　プレイヤーはディスプレイのカードを分野ご

とにまとめ、各カードの左上にあるシンボルが

見えるようにします。

カードを引く
　プレイヤーは山札から影響力カードを３枚引かなければなりません。プレイ

ヤーはカードを１枚ずつ引き、どうするかを即座に決めます。

・１枚は手札に加えなければなりません。

・１枚は任意の軍団カードの下側に置かなければなりません。

・１枚は山の下に戻さなければなりません。

　プレイヤーはこの３つの選択肢を任意の順番で実行することができます。

カードを購入する
　プレイヤーは軍団カード１枚の下側にあるすべての影響カードを購入するこ

とができます。プレイヤーはカードの購入コスト（描かれているアウレウスの

合計）を銀行に支払わなければなりません。そのあとカードを手札に加えます。

　例：プ レ

イ ヤ ー は こ

の ２ 枚 の

カード（「土

地 」 と「 陰

謀」）を購入

し ま し た。

プ レ イ ヤ ー

は 銀 行 に ４

ア ウ レ ウ ス

を 支 払 わ な

け れ ば な り

ません。

　例：プレイヤーは「富」と「土地」

カードをディスプレイに置きました。

このために、プレイヤーは１アウレ

ウスを支払わなければなりません（１枚目は無料、２

枚目は１アウレウス）。プレイヤーは収入として３ア

ウレウスを（今カードを追加した最も枚数の多い分野

である「富」から）得ます。
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　そのあと、プレイヤーは１枚以上のカードを追加した分野の中で、最も枚数の多い分野１つから収入を得ま

す。プレイヤーはその分野のカード枚数に等しいアウレウスを銀行から得ます（例外：「影響力カード」の「元

老院」と「陰謀」の項参照）。このため、新たな分野のカードを１枚だけ（または新たな複数の分野のカード

を 1 枚ずつ）置いた場合、プレイヤーは１アウレウスしか得ることができません。

　注意：しかし、カードを１枚も置かなかった手番（全アクションをパスして裏向きのローマの影響力カード

3 枚を見た時を含む）には、プレイヤーは基本収入として２アウレウスを得ることができます。

影響力カード
　ディスプレイに置かれたカードは以下のような効果を発揮します。

土地 (praedium)

　プレイヤーはディスプレイに置いている「土地」カード上の土地シンボル数と同じ数までの

艦隊シンボルと、同じ数までの軍隊シンボルをディスプレイに持つことができます。

陰謀 (conspiratio)

　プレイヤーはディスプレイに置いている「陰謀」カー

ド上の陰謀シンボル数と同じ数までの艦隊シンボル

と、同じ数までの軍隊シンボルをディスプレイに持つ

ことができます。しかし、１枚でも「陰謀」カードを

置いた手番中は、プレイヤーは収入をまったく得るこ
とができません。ディスプレイに最も多くの陰謀シン

ボルを持っているプレイヤーは、自分の「陰謀」カー

ドに「最高の陰謀家 (Primus Conspiratus)」カードを

加えます。別のプレイヤーがより多くの陰謀シンボル

を持った場合、「最高の陰謀家」カードは即座にその

プレイヤーのものとなります。

宗教 (religio)

　「カードを引く」アクション中、ディスプレイに３個以上の宗教シンボルを持っているプレイ

ヤーは、カードを１枚ずつ引くのではなく、最初の２枚を同時に引きます。プレイヤーはそれ

を見て、１枚を軍団カードの下側か山の下に置きます。そのあと３枚目のカードを引いて、ど

ちらのカードを手札にするかを決めます。６個以上の宗教シンボルを持っている場合、プレイ

ヤーはカードをどうするかを決める前に、３枚のカードを同時に引くことができます。

元老院 (senator)

　手番中に「元老院」カードを１枚以上ディスプレイに置いたプレイヤーは、何枚置いたか

にかかわらず、収入を１アウレウスだけ増やします。しかし「陰謀」カードと「元老院」カー

ドを共に出した場合、収入は得られません (「陰謀」の項参照 )。

　土地と陰謀シンボル数は合計せ

ず、よりシンボル数の多い分野に

よって、プレイヤーが持てる艦隊

と軍隊シンボルの数が決まります。

　例：土地シンボルが３個、陰謀

シンボルが４個ある場合、プレイ

ヤーは軍隊シンボル４個と艦隊シ

ンボル４個を持つことができます。
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富 (in floribus)

　ディスプレイに持っている富シンボル３個ごとに、プレイヤーはカード購入時の合計コスト

を１アウレウスずつ減らすことができます。この値引きは１回だけではなく、購入ごとに適用

されます。

艦隊 (navis longa)

　ディスプレイに持っている艦隊シンボル３個ごとに、プレイヤーは最終得手計算時に追加の

軍隊シンボルを１個ずつ得ます（「ゲームの勝者」の項参照）。この追加軍隊は土地や陰謀シン

ボルの数による制限を受けません。

軍隊 (legionarius)

　ディスプレイに持っている軍隊シンボル３個ごとに、プレイヤーは最終得点計算時に追加の

艦隊シンボルを１個ずつ得ます（「ゲームの勝者」の項参照）。この追加艦隊は土地や陰謀シン

ボルの数による制限を受けません。

ラウンドの終了
　各プレイヤーが１回ずつ手番をプレ

イしたあと、そのラウンドは終了しま

す。そのあと、各軍団カードの下側に

ある影響力カードの中で、最も価値の

高い（コスト合計の大きい）セットを

取り、軍団カードの上側にある他のカー

ドに追加します。これらのカードは分

野ごとに分け、各カードのシンボルが

見えるようにします。これらのカード

は（裏向きの３枚のカードと共に）ロー

マの強さを表します。最も価値の高い

カードのセットが複数ある場合、その

中で最も番号の小さな軍団カードの下

側にあるセットを取ります。

　注意：ローマが持つ軍隊と艦隊シンボルの数は、土地や陰謀シンボルの数によって制限されません。

新たなラウンド
　「最高の陰謀家」カードを持つプレイヤーはスタートプレイヤーカードを受け取り、次ラウンドのスタート

プレイヤーとなります。まだ誰も「陰謀」カードを出していない、または「最高の陰謀家」カードが前ラウン

ドと同じプレイヤーのもとにある場合、スタートプレイヤーは変わりません。

　例：第１軍団

の 下 側 に あ る

カード（コスト

４ の「 軍 団 」）

がローマの強さ

（軍団カードの

上側）に加えら

れます。
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　影響力カードが下側に１枚も置かれていない軍団カードごとに、山から影響力カードを１枚引き、表向きで

その軍団カードの下側に置きます。スタートプレイヤーから次のラウンドを開始します。

ゲームの終了
　ラウンド開始時、軍団カードの下側に置くために必要な影響力カードが山にない（足りない）場合、ゲーム

は即座に終了します。ラウンド中に影響力カードの山が尽きた場合、カードを１枚も引けないすべてのプレイ

ヤーは代わりに銀行から２アウレウスを受け取り、その他のアクション（カードの購入、カードのプレイと収

入の獲得）を実行することができます。全プレイヤーが手番を終えたら、ラウンドの終了処理（「ラウンドの終了」

の項参照）まで行った時点でゲームは終了します。

ゲームの勝者
　ゲーム開始時に裏向きで置いた３枚の影響力カードを表向け、ローマのカードとして置かれているその他の

カードに加えます。そのあと、反乱軍とローマのどちらが勝ったかを決めます。

　４つ以上の分野において、ローマがどのプレイヤーよりも多くの（または同じ数の）シンボルを持っている

場合、ローマが勝利します。この場合、「最高の陰謀家」カードを持っているプレイヤーがゲームに勝利します。

　４つ以上の分野において、プレイヤーいずれか１人以上がローマより多くのシンボルを持っている場合、反

乱軍が勝利します。この場合、最も多くの得点を獲得したプレイヤーが勝者となります。

・プレイヤーはディスプレイに置かれているカードの分野１つごとに２点を得ます。

・プレイヤーはローマより多くのシンボルを持っている分野１つごとに３点を得ます。

・追加軍隊（艦隊）を含めて、プレイヤーは持っている軍隊（艦隊）シンボル１個ごとに１点を得ます。

・「最高の陰謀家」カードを持っているプレイヤーは１点を得ます。

・所持金が最も多いプレイヤーは４点を得ます。手札の影響力カードは１枚につき１アウレウスの価値を持ち

　ます。同額の場合、その全員が４点を得ます。

　注意：プレイヤーのディスプレイにあるカードの枚数は、ゲーム中に収入を得るときにのみ重要になります。

得点計算時や、カードの効果について考えるときは、各カードの左上にあるシンボルの数が重要になります。
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ローマ

リビニア

デキムス

得点計算の例：
　ローマは３つの分野において単独で、またはプレイヤーと並んで最強です（元老院シンボル２個、艦隊

シンボル５個（軍隊による追加艦隊１個）、軍隊シンボル４個（艦隊による追加軍隊１個））。

　リビニアは最も多くの宗教、富、土地シンボルを持っており、デキムスは最も多くの陰謀シンボルを持っ

ています。また、デキムスは最も多くの所持金を残しているとします。

　リビニアは５分野から 10 点、艦隊３個から３点、軍隊２個（追加軍隊１個を含む）から２点、ローマ

より強い分野が３つ（宗教、富、土地）あるので９点の、計 24 点を得ます。

　デキムスは５分野から 10 点、艦隊１個（追加艦隊）から１点、軍隊３個から３点、ローマより強い分

野が１つ（陰謀）あるので３点、「最高の陰謀家」カードを持っているので１点、所持金から４点の、計

22 点を得ます。

　もしローマが勝っていれば、最も多くの陰謀シンボルによってデキムスが勝利したでしょう。



１人用ゲーム
　１人用ゲームでは、プレイヤーは１人でローマに勝とうとします。

　プレイヤーは５アウレウスと影響力カード２枚を持ってゲームを始めます。プレイヤーは手札から１枚を選

んで残し、もう１枚を山の下に戻します。３枚の軍団カードを１列にして置きます。

　影響力カードを 30 枚引き、表を見ずにゲームから除外します。

　さらに影響力カードを３枚引き、表を見ずに裏向きで軍団カードの上側に置きます（ローマの強さとなります）。

　すべてのゲームにおいて、プレイヤーは７分野すべてのカードをディスプレイに置かなければなりません。

　第１ゲームでは、プレイヤーは３つ以上の分野でローマより強くならなければなりません。

　第２ゲームでは、プレイヤーは４つ以上の分野でローマより強くならなければなりません。

　第３ゲームでは、プレイヤーは５つ以上の分野でローマより強くならなければなりません。ゲーム開始時、

プレイヤーは影響力カードを３枚（２枚ではなく）引き、１枚をディスプレイに置き、１枚を山の下に戻し、

１枚を手札として持ちます。

　第４ゲームでは、プレイヤーは６つ以上の分野でローマより強くならなければなりません。ゲーム開始時、

プレイヤーは影響力カードを４枚引き、２枚をディスプレイに置き、１枚を山の下に戻し、１枚を手札として

持ちます。

　第５、および最終ゲームでは、プレイヤーは７分野すべてでローマより強くならなければなりません。ゲー

ム開始時、プレイヤーは影響力カードを５枚引き、３枚をディスプレイに置き、１枚を山の下に戻し、１枚を

手札として持ちます。

　注意：ゲーム開始時にカードをディスプレイに置くとき、プレイヤーは艦隊と軍隊シンボルの数制限に従う

必要はありません。



５～８人用ルール
　２～４人用ルールに以下の変更を加えます。

ゲームの準備
　２セット目のカードから、プレイ人数に応じて以下の枚数のカードをランダムに引き、１セット目の影響力

カードすべてに追加します。

　５人プレイ：15枚
　６人プレイ：30枚
　７人プレイ：45枚
　８人プレイ：60枚

　すべてのカードをよく混ぜて影響力カードの山を作ります。

　５番手～８番手プレイヤーは山から影響力カードを５枚ずつ引き、１枚を手札にします。残りの４枚は山の

下に戻します。

　「プレイ人数＋１」枚の軍団カードを１列にして置きます（たとえば７人プレイ時には軍団カードを８枚置

きます）。２セット目の軍団カードは灰色面を使います。

　山から影響力カードを６枚引いて、３枚を裏向き、３枚を表向きに置いて最初のローマの強さとします。

ゲームの進行
　手番プレイヤーが１枚以上の「元老院」カードをディスプレイに置いた場合、他のすべてのプレイヤーは時

計回り順に、１アウレウスを支払って手札の影響力カード１枚をディスプレイに置くことができます。

　・他プレイヤーはカードをプレイしたことによる収入は得られません。

　・軍隊と艦隊シンボルの数制限は守らなければなりません。

　・「陰謀」カードを置いて陰謀シンボルが最大多数となったプレイヤーがいる場合、そのプレイヤーは即座

　　に「最高の陰謀家」カードを取ります。

　そのあと、次のプレイヤーが通常通りに手番をプレイします。


